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8. 賃貸住宅の調査結果

賃貸住宅のアンケート調査結果を以下に示す。提示するデータは、アンケートの全設問

について、それぞれ次の圏域別に集計したものである。

 サンプル合計（首都圏、中京圏、近畿圏の合計）

 首都圏

 中京圏

 近畿圏

調査で用いたアンケート票は、巻末に掲載する。また、住宅の建て方別（一戸建て／集

合住宅）の集計結果及び圏域別・住宅の建て方別の経年変化データ詳細については、付録

を参照されたい。

8.1 住宅に関すること

(1) 賃貸契約の種類

賃貸契約の種類は、どの圏域においても 95％前後が「通常の借家」である。また、

「定期借家制度を利用した借家」の比率は、最も大きい中京圏で 5.4％である。

問１ 賃貸契約の種類

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

通常の借家 定期借家制度を利用した借家 無回答

（単位 ： ％）
圏域

賃貸契約の種類
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

通常の借家 94.6 96.4 92.3 95.1
定期借家制度を利用した借家 4.1 3.2 5.4 3.7
無回答 1.3 0.4 2.3 1.2
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(2) 入居した住宅に住んでいる人

1) 居住人数

入居した住宅に住んでいる人数は、どの圏域も 1～3 人に集中している。首都圏と

近畿圏においては 1 人である世帯が、中京圏においては 2 人である世帯が多い。

また、平均居住人数は首都圏で 2.0 人、中京圏で 2.3 人、近畿圏においては 2.4 人

である。

問２ 入居した住宅に住んでいる人

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

１世帯あたり
平均居住人数

2.3人

2.0人

2.3人

2.4人

（単位 ： ％）
圏域

居住人数
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

１人 33.3 43.2 26.8 30.1
２人 28.5 24.4 35.2 25.6
３人 22.1 20.4 21.5 24.4
４人 12.0 9.2 11.5 15.4
５人 3.0 2.4 3.4 3.3
６人以上 0.6 0.4 0.8 0.8
無回答 0.4 0.0 0.8 0.4
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2) ６５歳以上の居住者

６５歳以上の居住者がいる世帯の比率は、最も高い近畿圏で 11.0％、次いで中京

圏で 5.4％、首都圏で 3.6％である。

問２ ６５歳以上の居住者の有無

6.6

3.6

5.4

11.0

74.6

78.0

71.3

74.8

18.8

18.4

23.4

14.2

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

住んでいる 住んでいない 無回答

６５歳以上の居住者がいる世帯のうち、居住者が６５歳以上のみである世帯の比

率を見ると、最も比率が高い首都圏で 55.6%であり、近畿圏は 44.4%、中京圏は 35.7%

である。圏域によってばらつきが大きい。

また、６５歳以上の居住者がいる世帯における６５歳以上の居住者の平均人数は、

首都圏で 1.2 人、中京圏で 1.3 人、近畿圏で 1.4 人である。

問２ ６５歳以上の居住者がいる世帯の内訳

44.0

55.6

35.7

44.4

50.0

44.4

57.1

48.1

6.0

0.0

7.1

7.4

サンプル合計（N=50）

首都圏（N=9）

中京圏（N=14）

近畿圏（N=27）

（％）

６５歳以上のみ世帯 ６５歳以上と他年代を含む世帯 無回答

６５歳以上居住者
の１世帯あたり

平均人数

1.4人

1.2人

1.3人

1.4人
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(3) 入居した住宅の建築時期

入居した住宅の建築時期は、どの圏域においても平成８年～平成１７年であるも

のが最も多く、首都圏で 51.6％、中京圏で 67.8％、近畿圏で 44.7％を占めている。

賃貸住宅は、築 10 年以内のものが中心であることがわかる。

問３ 入居した住宅の建築時期

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

平成８年～平成１７年 昭和６０年～平成７年 昭和５０年～昭和５９年
昭和４０年～昭和４９年 昭和３０年～昭和３９年 昭和２０年～昭和２９年
昭和１９年以前 無回答

（単位 ： ％）
圏域

建築時期
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

平成８年～平成１７年 55.0 51.6 67.8 44.7
昭和６０年～平成７年 21.9 28.8 12.6 24.8
昭和５０年～昭和５９年 6.9 5.2 4.2 11.4
昭和４０年～昭和４９年 4.2 2.8 3.0 6.9
昭和３０年～昭和３９年 1.1 0.0 0.8 2.4
昭和２０年～昭和２９年 0.0 0.0 0.0 0.0
昭和１９年以前 0.0 0.0 0.0 0.0
無回答 11.0 11.6 11.5 9.8
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(4) 入居した住宅を見つけた方法

入居した住宅を見つけた方法は、どの圏域においても「不動産業者で」が最も多

く６割前後を占めている。次いで、首都圏では「インターネットで」、中京圏では「住

宅情報誌で」、近畿圏では「知人等の紹介で」が多いものの、その比率は２割前後と

なっている。

問４ 今回の住宅を見つけた方法 （複数回答）
サンプル合計（N=757）

62.0

13.9

11.4

10.7

4.8

2.0

4.8

0.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

不動産業者で

知人等の紹介で

インターネットで

住宅情報誌で

勤務先で

新聞等の折り込み広告で

その他

無回答

（％） 問４ 今回の住宅を見つけた方法 （複数回答）
首都圏（N=250）

66.0

17.2

8.0

6.4

4.8

0.8

3.6

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

不動産業者で

インターネットで

知人等の紹介で

住宅情報誌で

勤務先で

新聞等の折り込み広告で

その他

無回答

（％）

問４ 今回の住宅を見つけた方法 （複数回答）
中京圏（N=261）

58.2

14.9

12.3

11.1

6.9

1.5

4.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

不動産業者で

住宅情報誌で

インターネットで

知人等の紹介で

勤務先で

新聞等の折り込み広告で

その他

無回答

（％） 問４ 今回の住宅を見つけた方法 （複数回答）
近畿圏（N=246）

61.8

22.8

10.6

4.5

3.7

2.4

6.5

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

不動産業者で

知人等の紹介で

住宅情報誌で

インターネットで

新聞等の折り込み広告で

勤務先で

その他

無回答

（％）
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(5) 今回の住宅に決めた理由

1) 今回の住宅に決めた理由

今回の住宅に決めた理由は、首都圏と近畿圏では「家賃が適切だったから」が最

も多く、中京圏では「住宅の立地環境が良かったから」が最も多い。

また、「その他」として挙げられている主な内容を見ると、職場や学校が近い、新

築である、ペットが可能だから、というものが多い。

問５ 今回の住宅に決めた理由 （複数回答）
サンプル合計（N=757）

54.6

48.6

37.5

14.8

12.0

9.2

4.4

7.8

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家賃が適切だったから

住宅の立地環境が
良かったから

住宅のデザイン・広さ・
設備等が良かったから

昔から住んでいる
地域だったから

親・子供などと同居・
近くに住んでいるから

信頼できる
不動産業者だったから

一戸建てだから

その他

無回答

（％） 問５ 今回の住宅に決めた理由 （複数回答）
首都圏（N=250）

52.4

48.8

42.8

14.8

12.8

6.4

3.6

10.4

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家賃が適切だったから

住宅の立地環境が
良かったから

住宅のデザイン・広さ・
設備等が良かったから

昔から住んでいる
地域だったから

信頼できる
不動産業者だったから
親・子供などと同居・
近くに住んでいるから

一戸建てだから

その他

無回答

（％）

問５ 今回の住宅に決めた理由 （複数回答）
中京圏（N=261）

50.2

48.7

39.8

11.5

10.0

6.5

5.0

7.3

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

住宅の立地環境が
良かったから

家賃が適切だったから

住宅のデザイン・広さ・
設備等が良かったから
親・子供などと同居・
近くに住んでいるから

昔から住んでいる
地域だったから
信頼できる

不動産業者だったから

一戸建てだから

その他

無回答

（％） 問５ 今回の住宅に決めた理由 （複数回答）
近畿圏（N=246）

63.0

46.7

29.7

19.9

18.3

8.5

4.5

5.7

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家賃が適切だったから

住宅の立地環境が
良かったから

住宅のデザイン・広さ・
設備等が良かったから

昔から住んでいる
地域だったから

親・子供などと同居・
近くに住んでいるから

信頼できる
不動産業者だったから

一戸建てだから

その他

無回答

（％）
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2) 今回の住宅に決めた理由（設備について）

今回の住宅に決めた理由のうち、「住宅のデザイン・広さ・設備等が良かったから」

とした人の具体的な理由を見ると、どの圏域においても「間取り・部屋数が適当だ

から」が最も多く、次いで「住宅の広さが十分だから」となっている。入居する賃

貸住宅の決定にあたっては、居住スペースが十分であることが重要視されていると

考えられる。

問５－１ 設備が良かったと思う理由 （複数回答）
サンプル合計（N=284）

71.8

61.6

28.9

21.8

19.4

4.9

3.2

2.5

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

間取り・部屋数が
適当だから
住宅の広さが
十分だから

住宅のデザインが
気に入ったから

台所の設備・広さが
十分だから

浴室の設備・広さが
十分だから
高齢者等への
配慮がよいから

火災・地震・水害への
安全性が高いから

高気密・高断熱
住宅だから

無回答

（％） 問５－１ 設備が良かったと思う理由 （複数回答）
首都圏（N=107）

72.0

65.4

28.0

27.1

26.2

3.7

2.8

0.9

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

間取り・部屋数が
適当だから
住宅の広さが
十分だから

台所の設備・広さが
十分だから

住宅のデザインが
気に入ったから

浴室の設備・広さが
十分だから

火災・地震・水害への
安全性が高いから

高齢者等への
配慮がよいから
高気密・高断熱
住宅だから

無回答

（％）

問５－１ 設備が良かったと思う理由 （複数回答）
中京圏（N=104）

72.1

52.9

31.7

18.3

17.3

5.8

4.8

2.9

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

間取り・部屋数が
適当だから
住宅の広さが
十分だから

住宅のデザインが
気に入ったから

台所の設備・広さが
十分だから

浴室の設備・広さが
十分だから
高齢者等への
配慮がよいから
高気密・高断熱
住宅だから

火災・地震・水害への
安全性が高いから

無回答

（％） 問５－１ 設備が良かったと思う理由 （複数回答）
近畿圏（N=73）

71.2

68.5

27.4

17.8

12.3

6.8

2.7

1.4

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

間取り・部屋数が
適当だから
住宅の広さが
十分だから

住宅のデザインが
気に入ったから

台所の設備・広さが
十分だから

浴室の設備・広さが
十分だから
高齢者等への
配慮がよいから

火災・地震・水害への
安全性が高いから

高気密・高断熱
住宅だから

無回答

（％）
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8.2 今回の住宅と直前の住宅の比較

(1) 直前の住宅について

1) 直前の住宅の種類

直前の住宅の種類で最も多いのは、どの圏域においても「民間賃貸住宅」であり、

次いで「親・兄弟姉妹など親族の住宅」が多い。また、注文住宅、分譲住宅、中古

住宅の調査結果と比べ「親・兄弟姉妹などの親族の住宅」が多くなっている。

賃貸住宅への入居は、他の賃貸住宅からの住み替えや親元からの独立等を契機と

するものが多いと考えられる。

問６ 直前の住宅の種類

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

持家 社宅・寮・公務員住宅など
公営住宅、都市再生機構・公社等の賃貸住宅 民間賃貸住宅
親・兄弟姉妹など親族の住宅 その他
無回答

（単位 ： ％）
圏域

直前の住宅の種類
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

持家 16.5 14.8 20.3 14.2
社宅・寮・公務員住宅など 7.7 6.4 10.0 6.5
公営住宅、都市再生機構・公社等の賃貸住宅 4.8 2.4 3.8 8.1
民間賃貸住宅 41.9 48.4 34.1 43.5
親・兄弟姉妹など親族の住宅 26.9 24.0 29.9 26.8
その他 1.0 1.6 0.4 0.8
無回答 1.3 2.4 1.5 0.0
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2) 直前の住宅の月額家賃

直前の住宅が借家だった人の月額家賃の平均は、最も高い首都圏で 76,550 円であ

る。一方、最も低い中京圏では 58,220 円である。

問７ 直前の住宅の月額家賃（平均）

65,136.9

76,550.0

58,220.9

60,310.1

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

サンプル合計（N=357）

首都圏（N=120）

中京圏（N=108）

近畿圏（N=129）

（円）

(2) 直前の住宅と今回の住宅の比較

1) 住宅の建て方

住み替え前後の住宅の一戸建ての比率を見ると、住み替え後は首都圏で 7.2％、中

京圏で 9.6％、近畿圏で 13.0％と低い比率となっている。また、どの圏域においても

住み替え後の一戸建ての比率は大きく減少している。これは、住み替え前は親等が

所有している住宅に同居していた人が賃貸住宅に移転した（問６）ことによるもの

と考えられる。

問８－１ 住宅の建て方（一戸建て）

36.1

33.2

42.5

32.1

9.9

7.2

9.6

13.0

0.0 20.0 40.0 60.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅
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2) 延べ床面積

住宅の延べ床面積を見ると、どの圏域においても住み替え後は延べ床面積が大幅

に減少している。住み替え前からの延べ床面積の変化の幅が最も大きいのは首都圏

であり、住み替えにより延べ床面積は 39.5％減少している。

問８－２ 住宅の延べ床面積（平均）

76.5

76.0

85.3

70.0

53.1

46.0

58.8

54.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

サンプル合計（直前=461）
（今回=502）

首都圏（直前=150）
（今回=172）

中京圏（直前=137）
（今回=163）

近畿圏（直前=174）
（今回=167）

（㎡）

直前の住宅 今回の住宅

3) 敷地面積

一戸建て住宅について敷地面積を見ると、どの圏域においても延べ床面積と同様

に、住み替え後の敷地面積が減少している。特に首都圏において 55.3%と大きく減

少している。

問８－３ 住宅の敷地面積（平均）

166.2

161.1

214.6

114.6

112.0

72.0

147.6

84.9

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

サンプル合計（直前=144）
（今回= 31）

首都圏（直前=48）
（今回= 3）

中京圏（直前=52）
（今回=14）

近畿圏（直前=44）
（今回=14）

（㎡）

直前の住宅 今回の住宅
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4) 高齢者対応設備

高齢者対応設備のうち、「段差のない室内」の整備率は、どの圏域においても住み

替えにより大幅に増加している。住み替え後の住宅の多くが平成８年～平成１７年

の間に建築されており（問３）、比較的新しいためであると考えられる。

問８－４ 高齢者対応設備 （複数回答）
手すり

7.3

7.2

9.2

5.3

4.5

4.0

4.6

4.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅

問８－４ 高齢者対応設備 （複数回答）
段差のない室内

10.3

10.8

11.9

8.1

17.0

16.8

19.2

15.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅

問８－４ 高齢者対応設備 （複数回答）
廊下などが車椅子で通行可能な幅

4.4

5.6

4.6

2.8

3.6

4.4

2.7

3.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅

問８－４ 高齢者対応設備 （複数回答）
全ての設備

2.6

3.6

3.8

0.4

0.7

1.2

0.0

0.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅

5) 省エネ設備

住み替え後の住宅の省エネ設備の整備状況を見ると、「二重サッシ」の整備率が中

京圏、近畿圏においては減少し、首都圏においては増加している。

一方、「太陽光発電」の住み替え後の住宅における整備率は、どの圏域においても

1%未満であり、普及が進んでいないことがわかる。

問８－５ 省エネ設備 （複数回答）
二重サッシ

5.4

4.4

6.5

5.3

5.5

5.0

4.1

7.6

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅

問８－５ 省エネ設備 （複数回答）
太陽光発電

0.7

0.4

0.8

0.8

0.3

0.4

0.0

0.4

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅
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6) 定期借家制度を利用している世帯

定期借家制度を利用している世帯の比率を住み替え前後で比較すると、首都圏で

1.2％、中京圏で 2.0％、近畿圏では 0.4％増加している。

問８－６ 定期借家制度を利用している世帯

2.9

2.0

3.4

3.3

4.1

3.2

5.4

3.7

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

直前の住宅 今回の住宅

7) 片道通勤時間

住み替え前後の片道通勤時間を比較すると、住み替え後の通勤時間は首都圏では

12.5 分、中京圏においては 7.1 分、近畿圏においては 9.6 分短縮されている。

問８－７ 片道通勤時間（平均）

42.1

48.3

35.3

43.4

32.5

35.8

28.2

33.8

0.0 20.0 40.0 60.0

サンプル合計（直前=554）
（今回=576）

首都圏（直前=172）
（今回=187）

中京圏（直前=189）
（今回=201）

近畿圏（直前=193）
（今回=188）

（分換算）

直前の住宅 今回の住宅
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8) 直前の住宅の居住期間

直前の住宅の平均居住期間は、最も長い中京圏で13.7年、次いで近畿圏が13.5年、

首都圏が 10.5 年である。

問９ 直前の住宅の居住期間（平均）

12.6

10.5

13.7

13.5

0 5 10 15

サンプル合計（N=736）

首都圏（N=246）

中京圏（N=248）

近畿圏（N=242）

（年）

9) 従前の居住地

従前の居住地を見ると、首都圏、中京圏においては「他の市区町村」からの移動

が「同一市区町村内」での移動よりも多く、６割強を占めている。一方、近畿圏で

は、「同一市区町村内」での移動と「他の市区町村」からの移動は、ほぼ同比率で、

他の圏域より「同一市区町村内」の移動が多いという特徴がある。

賃貸住宅においては、他地域への住み替えが多い傾向があることがわかる。

問１０ 従前の居住地

60.8

64.8

68.6

48.4

37.4

32.8

29.5

50.4

1.8

2.4

1.9

1.2

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

他の市区町村から移動 同一市区町村内 無回答
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8.3 世帯について

(1) 住宅入居当時の世帯主の年齢

住宅入居当時の世帯主の年齢は、どの圏域においても２０代が最も多く、４割前

後を占めている。２番目に多いのは３０代、次いで４０代となっている。平均年齢

も、首都圏で 33.9 歳、中京圏で 33.5 歳、近畿圏で 37.5 歳であり、注文住宅、分譲

住宅、中古住宅の調査結果と比べ低くなっている。

問１１ 住宅入居当時の世帯主の年齢

3.3

6.8

1.9

1.2

37.8

34.8

43.7

34.6

32.3

33.2

32.2

31.3

12.7

12.2

12.6

7.4

8.9

5.7

4.0

2.6

11.1

13.2 6.8

6.5

0.4

0.8

1.2

0.8サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

２０歳未満 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 無回答

平均年齢

34.9歳

33.9歳

33.5歳

37.5歳
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(2) 世帯主の職業

世帯主の職業は、どの圏域においても「会社員・団体職員」が最も多い。それ以

外の職業は、どの圏域においてもそれぞれ１割以下である。

問１２ 世帯主の職業 サンプル合計（N=757）

0.0

8.7

5.3

3.4

63.4

5.5

1.7

3.7

6.9

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

農林漁業主

自営業

会社・団体役員

公務員

会社・団体職員

派遣社員・短期社員

年金受給者

無職

その他

無回答

（％）
問１２ 世帯主の職業 首都圏（N=250）

0.0

9.6

5.6

4.4

59.6

5.2

1.2

2.8

10.8

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

農林漁業主

自営業

会社・団体役員

公務員

会社・団体職員

派遣社員・短期社員

年金受給者

無職

その他

無回答

（％）

問１２ 世帯主の職業 中京圏（N=261）

0.0
6.1

6.1
3.4

3.8
0.0

2.3
3.4
2.7

72.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

農林漁業主

会社・団体役員

会社・団体職員

年金受給者

その他

（％）

問１２ 世帯主の職業 近畿圏（N=246）

0.0

10.6

4.1

2.4

58.1

7.7

4.1

6.1

6.5

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

農林漁業主

自営業

会社・団体役員

公務員

会社・団体職員

派遣社員・短期社員

年金受給者

無職

その他

無回答

（％）
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(3) 平成１７年の世帯年収

税込世帯年収は、どの圏域においても 400 万円未満の世帯が最も多く、次いで 400

万～600 万円未満の世帯が多い。圏域別に見ると、近畿圏においては 400 万円未満

の世帯が 51.6％と過半数を占めている。

平均税込世帯年収は、首都圏が最も多く 491.7 万円、次いで中京圏が 461.8 万円、

近畿圏が 386.9 万円である。

問１３ 世帯年収

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

４００万円未満 ４００万～６００万円未満
６００万～８００万円未満 ８００万～１０００万円未満
１０００万～１２００万円未満 １２００万～１５００万円未満
１５００万～２０００万円未満 ２０００万円以上
無回答

平均世帯年収

443.7万円

491.7万円

461.8万円

386.9万円

（単位 ： ％）
圏域

年収
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

４００万円未満 37.8 30.4 31.7 51.6
４００万～６００万円未満 25.5 24.0 25.7 26.9
６００万～８００万円未満 12.4 14.0 14.1 9.0
８００万～１０００万円未満 4.6 5.2 4.2 4.5
１０００万～１２００万円未満 1.1 1.2 1.5 0.4
１２００万～１５００万円未満 0.7 1.2 0.4 0.4
１５００万～２０００万円未満 0.3 0.4 0.4 0.0
２０００万円以上 0.3 0.8 0.0 0.0
無回答 17.4 22.8 21.8 7.3
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8.4 家賃など契約内容について

(1) 勤務先からの住宅手当

勤務先からの住宅手当を受けている人は、首都圏で 28.4％、中京圏で 36.0％と３

割前後を占めているのに比べ、近畿圏では 22.0％である。

問１４ 勤務先からの住宅手当

68.6

68.4

62.1

75.6

28.9

28.4

36.0

22.0

2.5

3.2

1.9

2.4

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

受けていない 受けている 無回答

勤務先からの住宅手当額の平均は、最も多い首都圏で 33,274 円、次いで近畿圏が

29,534 円、中京圏が 27,766 円である。首都圏および近畿圏に比べ、中京圏では住宅

手当を受けている人の比率は高いが、勤務先からの住宅手当の額は少なくなってい

る。

問１４ 勤務先からの住宅手当（平均）

30,032.4

33,274.2

27,765.8

29,534.1

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

サンプル合計（N=185）

首都圏（N=62）

中京圏（N=79）

近畿圏（N=44）

（円）
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(2) １ヶ月家賃

入居した住宅の１ヶ月家賃の平均は、最も高い首都圏で 80,817 円、次いで近畿圏

66,231 円、中京圏 65,806 円である。

問１４ １ヶ月の家賃（平均）

70,950.2

80,816.7

65,806.4

66,230.9

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

サンプル合計（N=717）

首都圏（N=239）

中京圏（N=241）

近畿圏（N=237）

（円）

(3) １ヶ月共益費

入居した住宅の１ヶ月共益費の平均は、最も高い近畿圏で 4,073 円、次いで首都

圏 2,789 円、中京圏 2,763 円である。

問１４ １ヶ月の共益費（平均）

3,219.3

2,789.1

2,762.8

4,073.4

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

サンプル合計（N=626）

首都圏（N=201）

中京圏（N=211）

近畿圏（N=214）

（円）
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(4) 敷金／保証金

敷金／保証金があったという世帯は、首都圏と近畿圏においてはそれぞれ 86.0％、

83.8％を占めているが、中京圏は 71.6％と少なくなっている。

問１４ 敷金／保証金の有無

80.2

86.0

71.6

83.3

11.6

7.6

16.5

10.6

8.2

6.4

11.9

6.1

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

あり なし 無回答

敷金／保証金の月数を見ると、首都圏は「１ヶ月ちょうど」及び「２ヶ月ちょう

ど」で 87.9％、中京圏は「２ヶ月ちょうど」及び「３ヶ月ちょうど」で 77.0％、近

畿圏は「３ヶ月ちょうど」及び「３ヶ月超」で 72.2％を占めており、圏域の違いに

よって月数が大きく異なる。

問１４ 敷金／保証金の月数

サンプル合計（N=607）

首都圏（N=215）

中京圏（N=187）

近畿圏（N=205）

（％）

１ヶ月未満 １ヶ月ちょうど １ヶ月超２ヶ月未満
２ヶ月ちょうど ２ヶ月超３ヶ月未満 ３ヶ月ちょうど
３ヶ月超 無回答

（単位 ： ％）
圏域

月数
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

１ヶ月未満 2.3 1.4 0.0 5.4
１ヶ月ちょうど 17.8 34.9 12.3 4.9
１ヶ月超２ヶ月未満 2.1 1.4 4.8 0.5
２ヶ月ちょうど 34.4 53.0 34.2 15.1
２ヶ月超３ヶ月未満 0.8 0.5 0.5 1.5
３ヶ月ちょうど 25.4 8.4 42.8 27.3
３ヶ月超 16.6 0.5 4.3 44.9
無回答 0.5 0.0 1.1 0.5
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(5) 礼金

礼金があったという世帯は、首都圏で 67.6％を占めているが、中京圏は 44.4％、

近畿圏は 18.7％と少なくなっている。近畿圏では、敷金／保証金は多いが礼金はな

い、という住宅が多いと考えられる。

問１４ 礼金の有無

43.7

67.6

44.4

18.7

44.6

24.8

39.8

69.9

11.6

7.6

15.7

11.4

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

あり なし 無回答

礼金の月数を見ると、どの圏域においても「１ヶ月ちょうど」が最も多く、首都

圏で 63.9％、中京圏で 66.4％、近畿圏で 28.3％を占めている。また、首都圏では「２

ヶ月ちょうど」が 29.6％、近畿圏では「３ヶ月超」が 23.9％と、他圏域と比較して

多くなっている。

問１４ 礼金の月数

サンプル合計（N=331）

首都圏（N=169）

中京圏（N=116）

近畿圏（N=46）

（％）

１ヶ月未満 １ヶ月ちょうど １ヶ月超２ヶ月未満
２ヶ月ちょうど ２ヶ月超３ヶ月未満 ３ヶ月ちょうど
３ヶ月超 無回答

（単位 ： ％）
圏域

月数
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

１ヶ月未満 1.8 1.8 1.7 2.2
１ヶ月ちょうど 59.8 63.9 66.4 28.3
１ヶ月超２ヶ月未満 2.7 2.4 2.6 4.3
２ヶ月ちょうど 24.8 29.6 20.7 17.4
２ヶ月超３ヶ月未満 0.9 0.6 0.0 4.3
３ヶ月ちょうど 5.7 1.8 6.0 19.6
３ヶ月超 3.6 0.0 0.9 23.9
無回答 0.6 0.0 1.7 0.0
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(6) 仲介手数料

仲介手数料があったという世帯は、最も多い首都圏で 63.2％、次いで近畿圏が

56.9％、中京圏が 48.7％である。

問１４ 仲介手数料の有無

56.1

63.2

48.7

56.9

31.0

26.0

32.6

34.6

12.8

10.8

18.8

8.5

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

あり なし 無回答

仲介手数料の月数を見ると、どの圏域においても「１ヶ月ちょうど」が最も多く、

首都圏で 81.6％、中京圏で 64.6％、近畿圏で 70.0％を占めている。また、首都圏に

おいては他の圏域よりも「１ヶ月未満」が少ない。

問１４ 仲介手数料の月数

サンプル合計（N=425）

首都圏（N=158）

中京圏（N=127）

近畿圏（N=140）

（％）

１ヶ月未満 １ヶ月ちょうど １ヶ月超２ヶ月未満
２ヶ月ちょうど ２ヶ月超３ヶ月未満 ３ヶ月ちょうど
３ヶ月超 無回答

（単位 ： ％）
圏域

月数
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

１ヶ月未満 22.8 15.2 30.7 24.3
１ヶ月ちょうど 72.7 81.6 64.6 70.0
１ヶ月超２ヶ月未満 1.4 1.9 0.0 2.1
２ヶ月ちょうど 1.4 0.0 1.6 2.9
２ヶ月超３ヶ月未満 0.0 0.0 0.0 0.0
３ヶ月ちょうど 0.5 0.6 0.8 0.0
３ヶ月超 0.5 0.6 0.0 0.7
無回答 0.7 0.0 2.4 0.0
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(7) 更新手数料

更新手数料があるという世帯は、首都圏では 59.2％を占めているが、中京圏では

5.0％、近畿圏では 6.9％と１割に満たない。中京圏と近畿圏では、住宅入居時の敷

金／保証金が多い代わりに更新手数料がないという住宅が多いものと考えられる。

問１４ 更新手数料の有無

23.5

59.2

5.0

6.9

59.2

24.4

72.0

80.9

17.3

16.4

23.0

12.2

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

あり なし 無回答

更新手数料の月数を見ると、首都圏と近畿圏では「１ヶ月ちょうど」が最も多く、

首都圏で 70.3％、近畿圏で 52.9％を占めている。また、中京圏では「１ヶ月未満」

がも多く、46.2％を占めているが、「１ヶ月ちょうど」も 38.5％と多くなっている。

問１４ 更新手数料の月数

サンプル合計（N=178）

首都圏（N=148）

中京圏（N=13）

近畿圏（N=17）

（％）

１ヶ月未満 １ヶ月ちょうど １ヶ月超２ヶ月未満
２ヶ月ちょうど ２ヶ月超３ヶ月未満 ３ヶ月ちょうど
３ヶ月超 無回答

（単位 ： ％）
圏域

月数
サンプル
合計 首都圏 中京圏 近畿圏

１ヶ月未満 14.0 10.1 46.2 23.5
１ヶ月ちょうど 66.3 70.3 38.5 52.9
１ヶ月超２ヶ月未満 8.4 10.1 0.0 0.0
２ヶ月ちょうど 10.1 8.8 7.7 23.5
２ヶ月超３ヶ月未満 0.6 0.0 7.7 0.0
３ヶ月ちょうど 0.0 0.0 0.0 0.0
３ヶ月超 0.0 0.0 0.0 0.0
無回答 0.6 0.7 0.0 0.0
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(8) その他費用

その他費用があったという世帯は、首都圏において 18.4％、中京圏で 24.5％、近

畿圏で 12.6％を占めている。

その他費用として挙げられた内容を見ると、主要なものは以下のとおりであった。

 駐車場・駐輪場代金

 火災保険料、家財保険料

 自治会費

 鍵交換費用、清掃費用

 ケーブルテレビ代金

問１４ その他費用の有無

18.6

18.4

24.5

12.6

70.5

69.6

61.7

80.9

10.8

12.0

13.8

6.5

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

あり なし 無回答

その他費用の平均額は、近畿圏で最も高く 16,598 円、次いで首都圏 14,159 円、

中京圏 13,895 円となっている。

問１４ その他費用（平均）

14,553.5

14,158.6

13,895.4

16,598.2

0 10,000 20,000 30,000 40,000

サンプル合計（N=133）

首都圏（N=45）

中京圏（N=60）

近畿圏（N=28）

（円）
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8.5 賃貸借契約について

(1) 定期借家制度の認知

定期借家制度を「知っている」または「名前だけは知っている」という人の合計

は、首都圏で 45.6％、中京圏で 37.5％、近畿圏で 35.8％である。今回の住宅の賃貸

契約（問１）は「通常の借家」がほとんどであることから、定期借家制度を利用し

た借家の数が少なく、したがって定期借家制度の認知度があまり高くない水準にな

っていると考えられる。

問１５ 定期借家制度の認知

14.1

19.2

12.6

10.6

25.5

26.4

24.9

25.2

58.7

52.4

61.3

62.2

1.7

2.0

1.1

2.0

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

知っている 名前だけは知っている 知らない 無回答

(2) 賃貸住宅に関して困ったこと

賃貸住宅に関して困った経験のある人の比率は、首都圏で最も高く 36.8％、次い

で中京圏で 25.3％、近畿圏で 20.7％である。

問１６ 賃貸住宅に関して困ったことの有無

27.6

36.8

25.3

20.7

66.4

56.4

68.6

74.4

5.9

6.8

6.1

4.9

サンプル合計（N=757）

首都圏（N=250）

中京圏（N=261）

近畿圏（N=246）

（％）

ある ない 無回答
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普通借家の契約時において困った経験としては、どの圏域においても「敷金・礼

金などの金銭負担」が最も多く、首都圏で 53.3％、中京圏で 48.5％、近畿圏で 47.1％

である。入居時については、どの圏域においても「近隣住民の迷惑行為」「家主・管

理会社の対応」が多い。また退去時については、「修繕費用の不明朗な請求」、「家賃、

敷金の清算」が多くなっている。

定期借家について困った経験については、それぞれの項目の占める比率は低いが、

普通借家について困ったこととほぼ同様の分布を示している。

問１６ 賃貸住宅について困った経験 （複数回答）
サンプル合計（N=209）

50.2

29.7

18.2

4.3

31.6

30.1

6.2

6.7

24.4

21.1

5.3

1.9

4.8

3.3

1.4

0.0

2.9

2.4

2.9

0.5

2.9

3.3

1.4

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

敷金・礼金などの
金銭負担

連帯保証人の確保

必要書類の手配

契約時その他

近隣住民の迷惑行為

家主・管理会社の対応

契約内容の変更

入居時その他

修繕費用の不明朗な
請求

家賃、敷金の清算

中途解約時の
追加金銭請求

退去時その他

（％）

普通借家
定期借家

契約時

入居時

退去時

問１６ 賃貸住宅について困った経験 （複数回答）
首都圏（N=92）

53.3

33.7

19.6

5.4

32.6

34.8

9.8

4.3

21.7

26.1

7.6

2.2

4.3

3.3

2.2

0.0

2.2

1.1

3.3

1.1

2.2

3.3

1.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

敷金・礼金などの
金銭負担

連帯保証人の確保

必要書類の手配

契約時その他

近隣住民の迷惑行為

家主・管理会社の対応

契約内容の変更

入居時その他

修繕費用の不明朗な
請求

家賃、敷金の清算

中途解約時の
追加金銭請求

退去時その他

（％）

普通借家
定期借家

契約時

入居時

退去時

問１６ 賃貸住宅について困った経験 （複数回答）
中京圏（N=66）

48.5

24.2

18.2

1.5

37.9

30.3

1.5

12.1

22.7

15.2

4.5

1.5

4.5

3.0

1.5

0.0

4.5

4.5

3.0

0.0

4.5

1.5

1.5

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

敷金・礼金などの
金銭負担

連帯保証人の確保

必要書類の手配

契約時その他

近隣住民の迷惑行為

家主・管理会社の対応

契約内容の変更

入居時その他

修繕費用の不明朗な
請求

家賃、敷金の清算

中途解約時の
追加金銭請求

退去時その他

（％）

普通借家
定期借家

契約時

入居時

退去時

問１６ 賃貸住宅について困った経験 （複数回答）
近畿圏（N=51）

29.4

15.7

5.9

21.6

21.6

5.9

3.9

31.4

19.6

2.0

2.0

5.9

3.9

0.0

0.0

2.0

2.0

2.0

0.0

2.0

5.9

2.0

0.0

47.1

0.0 20.0 40.0 60.0

敷金・礼金などの
金銭負担

連帯保証人の確保

必要書類の手配

契約時その他

近隣住民の迷惑行為

家主・管理会社の対応

契約内容の変更

入居時その他

修繕費用の不明朗な
請求

家賃、敷金の清算

中途解約時の
追加金銭請求

退去時その他

（％）

普通借家
定期借家

契約時

入居時

退去時


